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修学旅行
in 沖縄

「
楽
し
い
」
は
努
力
に
勝
る

　
　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

　

西 

澤 

妙 

子

　

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
の
一
年
間
の
任

期
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
経
験
も
浅
く
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
一
年
間
全
う
出

来
た
の
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
の
方
々
、
保
護
者
の
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
っ
た
か
ら
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
日
頃
か
ら
「“
楽
し
い
”
は
努
力
に
勝
る
」
と
い
う

言
葉
を
胸
に
刻
ん
で
い
ま
す
。
仕
事
や
勉
強
も
「
努
力
」

を
続
け
よ
う
と
す
る
と
と
て
も
辛
い
時
間
に
な
り
ま
す
が
、

楽
し
ん
で
続
け
ら
れ
る
よ
う
切
り
替
え
る
と
「
楽
し
い
」
と

い
う
気
持
ち
は
「
努
力
」
に
勝
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

楽
し
ん
で
夢
中
に
な
る
こ
と
が
何
よ
り
も
人
間
を
成
長

さ
せ
、
心
を
支
え
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も
き
っ
と
こ

れ
か
ら
の
長
い
人
生
の
中
で
辛
抱
し
て
続
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
や
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
局
面
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
常
に
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
前
向
き
に
歩
ん

で
行
っ
て
欲
し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
農
業
高
校
で
培
っ
た
豊
か
な
心
を
忘
れ
ず
に
、

人
生
の
大
海
原
を
進
み
続
け
る
こ
と
を
信
じ
て
い
ま
す
。

「
学
び
続
け
る
姿
勢
」校　

長　
　
　
　
　
　

村 

山 

和 

彦

　

三
学
年
の
保
護
者
の
皆
様
、
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
三
年
間
、
本
校
の
教
育
方
針
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お
子
様
の
晴
れ
の

姿
を
見
て
喜
び
も
ひ
と
し
お
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
五
年
が
幕
を
開
け
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
先
行
き
が
不

透
明
で
す
。
期
待
よ
り
も
不
安
が
先
立
つ
年
明
け
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
こ
の
難
局
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
校
と
し
て
、
生
徒
一
人
一
人
に
寄
り
添
い
な
が
ら
感
染
症

予
防
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

さ
て
、
将
来
の
展
望
と
希
望
に
つ
い
て
、
校
歌
の
一
節
に

「
い
ざ
誠
実
と
勤
勉
の
道
一
す
じ
に
進
み
な
ん
」
と
あ
り
ま

す
。
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
高
校
卒
業
後
、
就
職
す
る
生
徒
、

進
学
す
る
生
徒
も
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
は
就
職
し
て
働
く
こ

と
と
思
い
ま
す
。
高
校
時
代
は
も
ち
ろ
ん
、
企
業
等
に
入
社

し
て
か
ら
も
各
種
検
定
・
資
格
等
や
、
勉
強
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
生
、生
涯
に
わ
た
っ

て
学
習
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
の
中
の
移
り
変
わ
り

が
激
し
い
中
に
あ
っ
て
、「
学
び
続
け
る
姿
勢
」
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
将
来
の
展
望
（
未
来
図
）
と
希
望
（
や
ろ

う
と
す
る
意
欲
）
を
も
っ
て
や
ら
な
け
れ
ば
何
事
も
始
ま
り

ま
せ
ん
。
必
ず
し
も
思
い
ど
お
り
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
る

で
し
ょ
う
。

　

人
生
の
中
で
は
、
意
欲
を
持
っ
て
一
つ
の
こ
と
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
何
回
か
あ
り
ま
す
。
高
校
時

代
は
ま
さ
に
将
来
の
展
望
と
希
望
の
た
め
に
「
挑
戦
」
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
間
で
す
。　

誠
実
に
勤
勉
に
、
志
を
高

く
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
道
一
す
じ
に
進
み
、
生
徒
の
み
な

さ
ん
が
無
限
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

Google

の
教
育
支
援
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「G Suite  

for Education

」
が
県
内
の
県
立
学
校
に
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
生
徒
・
教
員
に
ア
カ
ウ
ン
ト
付
与
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

の
教
室
が
作
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
生
徒
全
員
に
貸
与
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
電
子
黒
板
の
配
置
や
Ｌ
Ａ
Ｎ
設
備
工
事
も
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
ま
す
。
対
面
で
の
授
業
が
基
本
で
す
が
、
生

徒
に
貸
与
し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
使
用
し
て
い
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
も
課
題
を
提
出

し
て
も
ら
っ
た
り
、
こ
ち
ら
か
ら
課
題
を
与
え
た
り
、
動
画

を
配
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た

め
に
我
々
教
職
員
も
校
内
研
修
等
な
ど
を
行
い
、
し
っ
か

り
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
、
他
者
と
協
働

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
何
の
た
め
に
学
ぶ
の
か
」「
学
ん
だ
こ
と
を
将
来
に
ど
う

活
か
し
て
い
く
の
か
」
こ
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

教
職
員
一
同
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
学
び
続
け
る
姿
勢
」

が
高
校
時
代
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
精
一
杯

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
は
じ
め
、
学

校
行
事
に
つ
い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

月／日 行　　　　　　　　程
12／10 長岡　……　新潟　……　那覇　──　沖縄平和祈念公園　──　恩納村（泊）

12／11 恩納村（宿）　──

体験王国むら咲むら　──　御菓子御殿恩納店
──　美ら海水族館

──　恩納村（泊）
東南植物楽園　──　ロイヤルビューホテル　──　今帰仁城
ネオパークオキナワ　──　古宇利オーシャンタワー
　──　OKINAWAフルーツランド

12／12 恩納村（宿）　──　首里城　──　国際通り班別研修　──　那覇　……　新潟　……　長岡

◦編集後記
　「大河信濃」では、限られた構成の中で、子ども達が充実し
た学校生活や活躍する様子を実感していただけるよう、編集
に努めております。是非、ご家庭に届きましたら、ご覧いた
だけると幸いです。１１３号発行にあたりご協力頂きました全
ての皆様に感謝申し上げます。
� （広報副委員長　竹見　康裕）

◦広報委員〈敬称略〉
　佐藤　朋美／竹見　康裕／内山真由美
　猪井　真紀／金子　敦子／内藤身江子
　佐野ひとみ／綱　美和子／西山亜希子
　佐藤　順子／棚橋美智子／中村　珠美
　横山　貴子／井上　智子／中島　裕子
　細貝千恵子／金井　直子／宮下あさみ
　西澤　妙子／川上　貴子

◦写真提供者
　写真かたぎり�様
各コース

▼

長岡農業高校HP

サ
ッ
カ
ー
部

●��

令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区
体

育
大
会
中
越
地
区
サ
ッ
カ
ー
競
技
大
会

　

１
回
戦　

長
岡
農
業　

０

－

４　

小
千
谷

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●�

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）１
次
ラ
ウ
ン
ド

�

（
9
／
10
㈯
）加
茂
農
林
高
校

　

１
回
戦　

長
岡
農
業　

２

－

０　

国
際
情
報

　

２
回
戦　

長
岡
農
業　

２

－

０　

小
出

●��

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）２
次
ラ
ウ
ン
ド

（
県
大
会
）�

（
10
／
23
㈰
）新
潟
商
業
高
校

　

１
回
戦　

長
岡
農
業　

２

－

０　

新
潟
商
業

　

２
回
戦　

長
岡
農
業　

０

－

２　

上
越
総
合
技
術

　

�

※
ベ
ス
ト
16

●�

秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
11
／
19
㈯
）小
千
谷
市
総
合
体
育
館

※�

長
岡
農
業
・
中
越
・
加
茂
農
林
の
合
同
チ
ー
ム
で

出
場

　

１
回
戦

　
　

長
農
・
中
越
・
農
林　

０

－

２　

小
千
谷

　

県
大
会
出
場
決
定
Ｔ

　
　

長
農
・
中
越
・
農
林　

２

－

０　

国
際
情
報

　
　

長
農
・
中
越
・
農
林　

２

－

０　

長
岡
向
陵

●�

新
潟
県
１
・
２
年
生
大
会（
県
大
会
）　　
　

　

�

（
1
／
28
㈯
）新
発
田
南
高
校

　

１
回
戦

　
　

長
農
・
中
越
・
農
林　

０

－

２　

佐
渡

〈
女
子
〉

●
秋
季
中
越
地
区
大
会　

�

不
参
加

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●�

令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区　
　

体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

19

－

143　

長
岡
商
業

〈
女
子
〉

●�

令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季
地
区　
　

体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

17

－

109　

帝
京
長
岡

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
男
子
〉

●�

秋
季
中
越
地
区
大
会
予
選
会
・
中
越
地
区
大
会

�

不
参
加

〈
女
子
〉

●�

秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

（
11
／
2
～
4
）小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

団
体
戦　
　

　
　

１
回
戦　

長
岡
農
業　

３

－

０　

長
岡

　
　

２
回
戦　

長
岡
農
業　

１

－

３　

帝
京
長
岡

　

ダ
ブ
ル
ス　
　

　
　

５
回
戦
進
出　

ベ
ス
ト
８

�

　

下
地　

夏
実
・
鈴
木　

香
菜

　
　

３
回
戦
進
出�

仁
木　

萌
栞
・
菊
入　

歌
純

�

丸
山　

祐
依
・
青
栁　

伊
吹

　
　

２
回
戦
進
出�

　

土
田
菜
々
実
・
佐
野
か
り
ん

　
　

１
回
戦
敗
退�

　

重
野
由
季
奈
・
勝
又　

悠
埜

　

シ
ン
グ
ル
ス�

３
回
戦
進
出　

下
地　

夏
実

�

鈴
木　

香
菜

�

２
回
戦
進
出　

仁
木　

萌
栞

�

青
栁　

伊
吹

�

丸
山　

祐
依

●�

高
等
学
校
初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

�

不
参
加

卓　

球　

部

●�

秋
季
中
越
地
区
大
会�

（
11
／
１
・
２
）三
条
市
栄
体
育
館

　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス�

３
回
戦
進
出　

青
木　

楓
斗

�

３
回
戦
進
出　

川
上　

裕
大

�

２
回
戦
進
出　

宮
本　

嵐
麻

�

５
回
戦
進
出　

佐
藤　

歩
夢

�

１
回
戦
敗
退　

澁
谷　

勇
輝

　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス�

１
回
戦
敗
退　

野
上　
　

景

�

１
回
戦
敗
退　

藤
澤　

倫
花

　

男
子
団
体
戦

　
　

１
回
戦

　
　
　

長
岡
農
業　

３

－

０　

十
日
町
総
合
高
校

　
　

２
回
戦

　
　
　

長
岡
農
業　

１

－

３　

長
岡
高
専

山　

岳　

部

●
秋
季
全
県
大
会�

（
9
／
15
～
16
）　

火
打
山

●
11
月
山
行�

（
11
／
12
）　

米
山

●
基
本
技
術
講
習
会�

（
1
／
21
～
22
）長
岡
大
手
高
校

美　

術　

部

●�

令
和
4
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

第
36
回
美
術
・
工
芸
、
書
道
展
（W

eb

展
）

美
術
・
工
芸
部
門

�

絵
画
（
デ
ジ
タ
ル
を
含
む
）
４
点　

出
品

新　

聞　

部

●�

第
36
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
　

�

（
10
／
13
）

�

新
聞
部
門　

優
秀
賞

●�

第
27
回
全
国
高
校
新
聞
年
鑑
紙
面
審
査
賞　

�

（
12
／
15
）

�

奨
励
賞

写　

真　

部

●�

第
36
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　
　

写
真
専
門
部
展�

（
11
／
3
～
7
）※
県
大
会

　

個
人
部
門�

優
秀
賞　

２
年　

関
谷　

和
夢

�

〃　
　

２
年　

高
橋　

佳
歩

�

〃　
　

２
年　

澤
田　

晴
音

�

奨
励
賞　

３
年　

椛
澤
亜
梨
紗

�

〃　
　

２
年　

林　
　

姫
愛

�

〃　
　

１
年　

和
田　

菜
央

�

入
選　

３
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　
３
年　

長
濵　

亜
実

�

〃 　
３
年　

小
畑　

彩
乃

�

〃 　
３
年　

金
井　

日
菜

�

〃 　

２
年　

川
上　

朋
也

�

〃 　

２
年　

木
村　

咲
奈

�

〃 　

２
年　

滝
澤　

莉
美

�

〃 　

２
年　

小
川　

亜
美

�

入
選　

２
年　

松
尾　

侑
奈

�

〃 　
１
年　

小
林　

愛
果

�

〃 　
１
年　

諏
佐　

由
紀

�

〃 　
１
年　

小
泉　

花
乃

�

〃 　
１
年　

間　
　

咲
花

�

〃 　
１
年　

坂
本　

真
國

�

〃 　
１
年　

小
林　

乃
彩

�

〃 　
１
年　

鈴
木　

菫
礼

　

共
同
制
作
部
門

�

最
優
秀
賞　

長
岡
農
業
高
校
Ｅ
チ
ー
ム

�

（
林
・
藤
田
・
石
澤
・
松
尾
）

�

入
選　

長
岡
農
業
高
校
Ｄ
チ
ー
ム

�

（
小
川
・
澤
田
・
高
橋
）

�

学
校
賞　

第
３
位　

長
岡
農
業
高
等
学
校

●�

高
等
学
校
文
化
連
盟
全
国
写
真
専
門
部　
　

第
11
回
日
韓
中
高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

　

�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

最
優
秀
ニ
コ
ン
賞　

３
年　

伊
部　

瑠
華

●�

第
44
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞　
　
　
　
　
　

中
高
生
フ
ォ
ト
部
門�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

佳
作　

３
年　

金
井　

日
菜

●�

第
54
回
新
潟
県
写
真
サ
ロ
ン　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下
の
部�

※
県
コ
ン
テ
ス
ト

�

佳
作　

３
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　
３
年　

長
濵　

亜
実

�

〃 　
３
年　

島
宗　

唯
菜

�

〃 　
３
年　

小
畑　

彩
乃

�

〃 　

２
年　

澤
田　

晴
音

●�

第
42
回
小
千
谷
市
展　

写
真
の
部　

�

佳
作　

３
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　
３
年　

金
井　

日
菜

�

〃 　

２
年　

滝
澤　

莉
美

�

〃 　

２
年　

小
川　

亜
美

�

〃 　
１
年　

和
田　

菜
央

書　

道　

部

●�

令
和
4
年
度
第
24
回
諸
橋
轍
次
記
念
館　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
き
初
め
大
会

�

三
条
市
長
賞
（
第
二
席
）　

大
﨑　

梓
帆

�

金
賞　

小
川　

優
里

�

峯
村　

悠
輝

�

銀
賞　

川
上　

華
暖

�

銅
賞　

石
坂　

美
幸

�

栗
本　

葉
月

�

招
待
作
家　

吉
岡　

咲
良

●
令
和
4
年
度
第
27
回
全
日
本
高
等
学
校　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
道
コ
ン
ク
ー
ル

�

全
日
本
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
賞　
　
　

�

　

峯
村　

悠
輝

�

優
秀
賞　

小
川　

優
里

�

優
良
賞　

川
上　

華
暖

�

佳
作　

大
﨑　

梓
帆
、
吉
岡　

咲
良

�

入
選　

石
坂　

美
幸
、
栗
本　

葉
月

農
業
ク
ラ
ブ

各
種
大
会
入
賞
者

●�

第
73
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会　

令
和
４
年
度
北
陸
大
会�

（
10
／
26
・
27
）

●�

農
業
鑑
定
競
技
会�

（
福
井
県
産
業
会
館
）

　

分
野
：
農
業�

　

優
秀
賞　

３
年　

江
口　

晶
子

　

�
３
年　

秋
山　

琉
斗

　

�

３
年　

星
野　

楓
登

　

分
野
：
畜
産�

　

優
秀
賞　

３
年　

髙
木　

未
央

　

分
野
：
園
芸�

優
秀
賞　

２
年　

高
橋　

佳
歩

●�

ク
ラ
ブ
代
表
者
会
議�

（
富
山
県
立
中
央
農
業
高
校
）

　

全
国
大
会
会
議
運
営
者
と
し
て
参
加

�

３
年　

菊
地　

千
晴

�

３
年　

櫻
井　

翔
太

�

３
年　

野
上
あ
か
ね

部
活
動
・
各
種
大
会
結
果
報
告

修学旅行の思い出
２年１組　峯村　悠輝

　私は２日目のコース体験で東南植物楽園に行きました。
沖縄の気候ならではの木々を見ることができ、友人と動物
の餌やりも体験しました。ホテルでは、ルームメイトと夜
遅くまで話したり、寝相が悪いことを知ったり、普段と違
う友人の姿を見れたこともよい思い出です。

２年３組　佐野　友香
　私は初めて沖縄に行きました。３日間の修学旅行で特に
印象に残った場所は、沖縄美ら海水族館です。ジンベイザ
メが大きな水槽の中をぐるぐると回りながら優雅に泳ぐ姿
はとても神秘的で心を奪われました。水族館以外の場所も
沖縄について沢山学ぶことができたのでよかったです。
　この海に多くの人が身を投げた話が印象に残っています。
また、日本全国からここで亡くなられた方々のお名前を見
て心が痛みました。

修学旅行
　２年２組　丸山　祐依

　一番の思い出はシュノーケリングの体験をしたことです。
船に乗って魚が沢山いる所に行くときジェットコースター
みたいに揺れがすごくて皆で叫んだのが面白かったです。
そして海に顔をつけると水族館にもぐったようにキレイな
魚やサンゴが見えました。今でもあの国宝レベルの美しさ
を覚えています。皆さんも是非見てほしいです！

沖縄でのランプ作り
２年４組　佐藤　瑚華

　初めて沖縄に行きましたが、歴史や文化について楽しく
学ぶことができました。私が一番楽しかったことはランプ
製作です。沖縄の浜にあった貝やサンゴ、シーグラスなど
を使い、自分の好きなように組み合わせてランプを作るの
ですが思ったよりも難しく大変でした。ですが良く出来た
のでよかったです。

最優秀賞 越の旨実 ～３rd season～

優秀賞 『長農豚』新たな肉質の向上をめざす

優秀賞 離乳期間の違いによる子牛への影響

優秀賞 ハーブで肉質向上

優秀賞 マガモ農法2022
　有機質肥料による品質向上とSNSの活用

令和４年度令和４年度
校内学習成果発表会校内学習成果発表会

県大会
出場

県大会
出場

県大会
出場

　
令
和
４
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
第
36
回
書
道
展
（
於
：
県

民
会
館
３
階
）
に
出
品
し
た
峯
村
悠

輝
さ
ん
の
作
品
「
開
通
褒
斜
道
刻
石
」

が
、
来
年
度
、
鹿
児
島
県
で
行
わ
れ

る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
に
新

潟
県
の
代
表
の
一
人

と
し
て
推
薦
さ
れ
ま

し
た
。

２年１組 ２年２組

２年３組 ２年４組



クラス
マッチ

農

▪
進
路
指
導
部
よ
り

　
今
年
の
三
年
生
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
入
学
し
、

感
染
拡
大
前
の
よ
う
な
進
路
活
動
を
十
分
に
行
え
た
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
ん
な
特
殊
な
状
況
下
で
も
、
各
自
が
三
年
間

積
み
重
ね
て
き
た
進
路
意
識
を
保
ち
な
が
ら
懸
命
に
取
り
組
ん
で
、

自
ら
の
進
路
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、
進
路

先
に
お
い
て
も
さ
ら
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
度
の
進
路
決
定
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。
進
学
・

就
職
の
割
合
は
、
例
年
と
比
べ
て
就
職
希
望
者
数
が
激
減
（
例
年

の
約
四
〇
％
減
）
し
、
そ
の
分
、
専
門
学
校
へ
の
進
学
者
数
が
増

加
し
ま
し
た
。

　
進
学
に
お
い
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
て
「
農
業
」
を
活
か
し
た

進
学
者
が
増
加
し
ま
し
た
。
た
だ
、
農
業
分
野
へ
の
希
望
者
数
は

年
ご
と
に
波
が
あ
り
、
本
校
で
の
学
び
を
さ
ら
に
追
究
し
て
い
く

よ
う
な
進
路
意
識
の
定
着
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

看
護
・
医
療
系
へ
の
進
学
者
数
も
こ
こ

数
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ

以
外
の
分
野
は
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
割
合

で
す
。
同
じ
専
門
学
校
に
何
人
も
集
中

す
る
傾
向
も
目
立
ち
、
今
の
時
代
を
象

徴
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
就
職
に
つ
い
て
は
、
現
況
下
で
も
積

極
的
に
高
校
生
を
採
用
し
よ
う
と
す
る

企
業
が
増
え
る
一
方
、「
基
準
に
見
合
っ

た
者
」
だ
け
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
傾

向
が
今
年
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
本

校
の
民
間
就
職
一
次
応
募
の
内
定
率
は

約
八
五
％
で
し
た
が
、
そ
の
後
も
意
欲

的
に
活
動
を
続
け
、
現
時
点
で
は
す
べ

て
の
希
望
生
徒
が
内
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
ず
れ
の
進
路
決
定
に
お
き
ま

し
て
も
、
生
徒
を
公
私
に
わ
た
っ
て
支

え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
の
お
陰
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
年
生
、
一
年
生
は
進
路
活
動
も
そ

れ
ぞ
れ
次
の
段
階
に
進
み
ま
す
。
土
台

と
な
る
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
大

切
に
し
、
自
己
の
進
路
と
真
剣
に
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３年生進路決定状況（152名）� 令和５年２月７日現在

進　　　学 就職
その他・
未定者四年生

大学※
短期
大学

専門
学校

専門学校
（看護）

専門学校
（医療）

農業大
学校

各種
学校等 民間 公務員

15 6 88 3 3 7 1 26 3 0

※国公立大学１名含む

３年P　木山　直子
　３年目にして初めてPTAの研修会に参
加させて頂きました。草花の寄せ植えと多
肉植物の寄せ植えと２鉢も作りましたが、
どちらもとてもステキで可愛い作品が出来
て大満足です。休日の午後
に楽しい時間を過ごすこと
が出来てよかったです。

　　２年１組　星野　愛和
　私たちのクラスは、コロナウイルスや雪の影
響で１日しか練習ができませんでしたが、経験
者を勢揃いさせたおかげで、決勝まで進み、優
勝することが出来たので良かったです。来年も
今回の体験を生かせるような試合をして優勝で
きるようにがんばりたいです。

３年２組　寺井　翔汰
　私は３年２組の男子バスケットボールのキャ
プテンを務めました。私は初心者のため活躍す
ることはできなかったのですが、クラスの仲間
たちが頑張ってくれたおかげで優勝することが
できました。３年生最後の行事は最高のものに
なりました。３年２組最高です。ありがとうご
ざいました。

２年３組　川上　裕大
　試合開始前、チーム３人で作戦を立て
各々の役割を決めたので、ゲームを上手く
進めることができました。神経衰弱を行う
ところが思ったよりも広くカードがまばら
に置いてあるため、暗記し辛く、カードを
捲る際に緊張してしまうこともありました
が、チームで相談しながら慎重に選ぶこと
が出来てよかったです。

３年３組　齋藤一歩咲
　僕たち3年3組は混合バレーで見事優勝す
ることが出来てとても嬉しく思います。
　この結果は体育の時や昼休みなど日々練習
を行った結果であり、楽しくやる！を忘れる
ことなくできたのも良かったです。この先、
楽しさや鍛錬は忘れてはいけないことだと思
うので、どんな事でも一生懸命に頑張って行
こうと思います。

３年２組　　　　
佐藤　央弥

　私は高校生活最後のクラスマッチで、
ペアの相手やチームの仲間と協力して
優勝することができて嬉しかったです。
コロナ禍で、拍手のみの応援でしたが、
盛り上がりを感じました。クラスマッ
チを運営してくださった先生方、
生徒の皆さん、高校生活
の良い思い出になりまし
た。ありがとうござい
ました。

心技体＋生活
２学年主任　高橋　康一

　２学年が今年度取り組んだ主なものは
「夏休みの探求活動」と「修学旅行」です。
探求活動では３年ぶりに企業インターン
シップを行い、貴重な職場体験をさせて
いただきました。感染症対策のために２
泊３日とした修学旅行は、短くも濃密な
時間とすることができました。現在は進
路実現のために動き始めたところです。

卒業生へ
３学年主任　寺尾　誠

　３年間マスクのまま卒業となりました。
今年度も学校行事は規模縮小での実施とな
りましたが、体育祭をはじめ、長農祭等も
それぞれ楽しめたのではないかと思います。
これからは長農卒業生として様々なことに
チャレンジしてください。

楽しいことを見つけよう！
１学年主任　中野　忠雄

　４月に入学し、早いものでもうすぐ
１年が終わろうとしています。２学期
には、その後２年半を過ごすコースが
決定しました。もしかすると、不本意
なコースに決定してしまった人もいる
かもしれませんが、大事なことはその
コースでどれだけ “楽しいこと”を見
つけられるかということ。生徒の皆さ
んに期待しています。

　２年P　髙槗奈々恵
　保護者同士で会話をしながら、楽しく参
加することが出来ました。上手に作れなく
ても、だからこそ、プロの方の凄さがわか
り、また、生徒達は授業で行っているのだ
と思うと、尊敬するばかりです。農業高校
ではすばらしい体験と学びが得られるのだ
と改めて実感しました。また、来年も参加
したいです！

２年P　長戸　佐知
　就職と進学のどちらも詳しいお
話が聞けて大変勉強になりました。
また先生方やアドバイザーの方々
の話の中にいくつもの心に残る言
葉がありとても有意義な会に参加
して良かったです。まだ、高校２
年生だと気楽に捉えず、親も一緒
に進路について考えていこうと思
います。

和菓子
　１年P　鈴木　　瞳

　生まれて初めてそば打ち体験をさせてい
ただきました。講師の方がとても丁寧に　
教えてくださり自分も子どもに戻ったよう
な気持ちで楽しむことができました。最後
の試食も手打ちならではの食感・風味があ
りとてもおいしくいただけました。農業高
校ならではのPTA研修であり、また次も
参加したいと思いました。

２年P　内藤身江子
　進路説明会に参加して、将来自
分がどうなっていたいのかよく考
えて進路を決める事が大切だと感
じました。働いている人の３割以
上が非正規雇用で、一度、離職す
ると再就職が厳しく更に正規雇用
となるとハードルが高くなるとき
き、目標を決める事の大切さが分
かりました。

そば打ち 寄せ植え

　私たち動物科学コースは、肉牛・養豚・養鶏の3つの
専攻にわかれ活動しています。
　養鶏専攻では、ハーブを与えることによる肉の味への
影響について研究しました。使用したハーブはバジル、
パクチー、ローズマリーなどです。
　肉用牛専攻では、より良い肥育素牛の生産を求め、本
年度は３頭の子牛の離乳期間を１ヶ月ずつずらし、離乳
期間と増体の関係性を調べました。
　養豚専攻は最も人数が多かったので酒粕班、ハーブ班、

運動班、小豆・紅茶班の
4班に分かれて取り組み、
肉の酸化について化学的
アプローチも行いました。

　本年度は、「住宅庭園図の
作製」「竹垣の作製」「坪庭の
作成」「校内樹木地図の作成」

「トータルステーションによる
校庭の測量」「花壇の造成」「長
岡野菜の良さを知ろう」など
７グループに分かれて取組み
ました。

　校長室脇廊下の左右
に本年度課題研究の作品

（竹垣・坪庭）を見るこ
とが出来ます。

発酵でまなぶ・つながる
　栄養化学コース“ながおか発酵
プロジェクト”では発酵をテーマ
に、おから味噌、越の旨実、ワ
イン醸造、日本酒醸造、ぬか漬け、
酒粕の利用などさまざまな研究
活動に取り組みました。新潟県学校農業クラブプロジェ
クト発表会では、『新発酵食品「越の旨実」 ～地域の特
性を生かした新しい特産品の開発～』と題した研究発表
を行い、最優秀賞。北信越大会では優秀賞をいただき

ました。ながおか発酵
プロジェクトでは、こ
れからも「発酵でまな
ぶ・つながる」を合い
言葉に活動を続けます。

動物科学コース

地域デザインコース

青果生産コース

栄養化学コース

各コースの取り組み各コースの取り組み
１年間を振り返って１年間を振り返って

　野菜専攻は、後半
に長岡市とタイアッ
プし、ダイコン栽培
によるバイオマス資
源肥料の効果の実証実
験を行いました。
　果樹専攻は、たび重
なる獣害被害防止のた
め様々な対策を研究しています。冬場には、ブドウなど
のさし木による次世代に向けた苗木生産を行っています。
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優 勝
女子バレーボール

優 勝
神経衰弱

優 勝
卓球

優 勝

男子バスケットボール

優 勝

混合バレーボール

PTA後期研修

進路説明会進路説明会保護者対象


